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◼国内の状況と課題 ― RDM学習教材の状況（代表的なもの）―

教材名 対象者 対象範囲 公開元

研究者のための研究データマネジメント[2022年度版] 研究者 基礎 学認LMS, JPCOAR

オープンサイエンス時代における研究データマネジメントの
基礎について学ぶ

研究者
研究支援者

基礎 大阪大学リポジトリ（OUKA）

京都大学における研究データ管理（RDM）
研究者

研究支援者
基礎 京都大学情報環境機構WEB

名古屋大学の学術データ管理・公開・利活用
研究者

研究支援者
基礎

名古屋大学学術データ基盤整備
ワーキンググループWEB

研究データ管理サービスの設計と実践[2022年度版] 研究支援者 基礎 学認LMS, JPCOAR

情報基盤スタッフ向けの研究データマネジメント 研究支援者 基礎 学認LMS, JPCOAR

はじめての研究データ管理：研究室の日常から 学生 基礎 九州大学リポジトリ(QIR)

はじめよう、研究データ管理 学生 基礎 九州大学リポジトリ(QIR)

Encourage Your Research Journey!-研究支援
ポータル

学生 基礎
千葉大学アカデミック・リンク・

センターWEB

実験系研究データ管理の実践
研究者

研究支援者
実践 大阪大学リポジトリ（OUKA）

人文学研究者必見！研究データ管理ことはじめ
－OUKAで始めるIIIF画像の公開と利活用－

研究者
研究支援者

実践 大阪大学リポジトリ（OUKA）

機関の負担を最小限にすること、リソースを有効活用することがRDMの重要性の浸透には必要

基
礎
的
な
内
容

実
践
的
な
内
容



◆ 研究データ管理の重要性の浸透が必要
• いくつかの組織が独自で作成し展開が始まっている状況

• 既存の基礎的な知識を学習する教材の中身はおおよそ共通している

⇒整理・統合あるいは新規開発して、（カリキュラム等を含む）効率的な展開が必要

◆ 研究領域・研究分野ごとの実践的教材が必要
• 基礎的教材の展開が主で、研究データ管理の実践で必要な教材がない

• 短期間での実践的教材の網羅的な整備は難しい

⇒研究データライフサイクル毎の教材例の作成・提示が必要

◆ 構築する人材育成環境の水平展開
• 各機関ごとにLMS等の環境が異なるため、LAを見据えた動画教材の水平展開が難しい

⇒既に全国展開されている学認LMSの活用が必要

◼国内の状況と課題



◼本事業における取り組み内容の全体像
◆ 学習教材（マイクロコンテンツ教材）の開発

Learning Record 
Store

◆ ログの可視化・学習分析 

第一段階 第二段階

学習教材（マイクロコンテンツ教材）

◆ 職種別の学習カリキュラムの開発

研究データ管理支援人材に求められる標準スキル

第四段階

研究データ管理教材の開発および展開 職種別の学習カリキュラムの開発

LA基盤のプロトタイプ構築人材育成環境の水平展開

研究データ管理基礎編

データ管理実践編（実験データ）

データ管理実践編（IIIFデータ）

第三段階

ログ蓄積

教材学習

LA

教材再開発

◆ 人材育成環境

◆ 職種別に求められるスキルとマイクロコンテンツのマッチング

A大学

B大学

C大学

◆ 教材の学習

◆ 学習管理システムLMSによる学習教材の展開

◆ 学習教材の改善

マイクロコンテンツ教材システム

◆  各種ログデータの集約 

図書館
職員

技術職員
（実験）

知財系
職員

情報系
職員
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基礎編教材

◼ RDM基礎編教材の開発

「オープンサイエンス時代における
研究データマネジメントの基礎について学ぶ」

以下を基に再構成

 大阪大学研究データポリシー説明会資料

 研究データ管理サービスの設計と実践
 研究者のための研究データマネジメント など

RDMサイクルに沿って背景知識を教材化教材の主な構成

➢ 研究データマネジメントを知る 

➢ 研究データポリシーと関係規程等 

➢ 研究データ管理計画（DMP） 

➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 

➢ 研究データを公開する 

➢ 研究データを利活用する



◼ 学内先行展開時のアンケート結果

「設問1：研修の難易度」

「設問2：研修内容の分量」

「設問4：研修を通じての理解の深まりについて」

概ね好意的

6件法（０点：全くそう思わない、1点：そう思わない、２点：あまりそう思わない、３点：少しそう思う、４点：そう思う、５点：非常にそう思う）で評価

4.15 

4.13 

3.78 

4.20 

3.63 

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00 5.00

研修の難易度は適切でしたか。

研修内容の分量は適切でしたか。

研修内容の提示の仕方（スライド内容と解説）はわかりやすかったですか。

本プログラムにより、研究データマネジメントに関する理解が深まりましたか。

本プログラムにより、ご自身が研究データマネジメントを実施するときに、その方法を理解

することができましたか。

アンケート １～５

０点：全くそう思わない

1点：そう思わない

２点：あまりそう思わない

３点：少しそう思う

４点：そう思う

５点：非常にそう思う）で評価

設問1

設問2

設問3

設問4

設問5
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研修の難易度は適切でしたか。

研修内容の分量は適切でしたか。

研修内容の提示の仕方（スライド内容と解説）はわかりやすかったですか。

本プログラムにより、研究データマネジメントに関する理解が深まりましたか。

本プログラムにより、ご自身が研究データマネジメントを実施するときに、その方

法を理解することができましたか。

アンケート １～５

◼ 学内先行展開時のアンケート結果

０点：全くそう思わない

1点：そう思わない

２点：あまりそう思わない

３点：少しそう思う

４点：そう思う

５点：非常にそう思う）で評価

設問3：研修内容の提示（スライド内容と解説）のわかりやすさ

• 「スライド内の参考資料にアクセスしづらい」

• 「動画の音声の説明が文語的で頭に入りにくかった」

内容ではなくコンテンツの作成に起因する意見があり、他の設問より低い評価に繋がった可能性

⇒ JPCOAR研究データ作業部会らと連携し、教材の細部にも配慮した改修を実施中

設問1

設問2

設問3

設問4

設問5
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研修の難易度は適切でしたか。

研修内容の分量は適切でしたか。

研修内容の提示の仕方（スライド内容と解説）はわかりやすかったですか。

本プログラムにより、研究データマネジメントに関する理解が深まりましたか。

本プログラムにより、ご自身が研究データマネジメントを実施するときに、その方法

を理解することができましたか。

アンケート １～５
◼ 学内先行展開時のアンケート結果

6件法（０点：全くそう思わない、1点：そう思わない、２点：あまりそう思わない、３点：少しそう思う、４点：そう思う、５点：非常にそう思う）で評価

設問5：研究データマネジメントを実施する方法の理解

• 「研究データの公開に関して、安全性の確保や悪用防止の観点から、長期的で信頼できる方法などにつ
いてより詳細に知りたい」

• 「ケーススタディやより分野に踏み込んだ内容があると、自分の研究により生かしやすいものとなる」

日々のRDMに直接応用可能な知識を求めている意見

設問1

設問2

設問3

設問4

設問5



設問６の結果も踏まえて、九州大学データ駆動イノベーション推進本部（研究データ管理支援部門）と連携し、
学習教材「はじめよう、研究データ管理※」の内容を含む教材に改修を実施中
※基礎的だが実践に踏み込んだ分野共通の内容

• より実践寄りの内容を含む「研究データの整理法」の紹介などを追加
例：フォルダ構造、ファイル命名など

• 開発したRDM実践編の案内の追加 2024年中に学認LMSで公開予定
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大阪大学で利用可能な研究データ基盤の紹介

研究データを利活用する

大阪大学機関リポジトリOUKA

研究データを公開する

研究データを取得・収集および保存・共有する

研究データ管理計画（DMP）

研究データポリシーと関係規程等

研究データマネジメントを知る

アンケート６

どの講義が特に役立つ（あるいは役立ちそう）か

 選択してください。（２つまで選択）

◼ 学内先行展開時のアンケート結果
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DMP作成
（研究PJ始動）データ

取得・収集

データ
分析 成果発表

論文・データ
公開 データ

長期保存

九
州
大

J
P

C
O

A
R

 ×
A

X
IE

S

研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

（
名
古
屋
大
）

１．研究データライフサイクルにおける、研究者/研究支援者のコミットメント度合いを考える

２．コミットメント度合いに応じた人材層別の学習カリキュラムを考える、教材の統合・新規開発を考える

研究代表者 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

研究者 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ポスドク
院生・大学生

？ ？ ？ ○ ○ ○ ？ ？ ？

研究支援者

研究系 ◎ ○

情報系 ◎ ○ ○

図書系 ○ ◎ ◎ ◎

…

研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

教材
連携

教材
連携

カリキュラム
連携 効果的な人材育成リソースの統合・新規開発・全国展開

研究データライフサイクル

データ
保存・共有

データ
加工

データ
利活用

◼カリキュラムの開発
これからの教材整備・展開の戦略を考える



標準スキル表

×
スキル獲得を促す

学習教材

◼研究データ管理支援人材に求められる標準スキル（ver.0.1）

図書 IT 研推スキル

NII オープンサイエンス
研究データ基盤作業部会
が策定（2021.9）

https://repository.nii.ac.jp/records/2000219

研究データエコシステム
構築事業（2022.10～）
では



◼ カリキュラムの開発

教材を構成するマイクロコンテンツ

Book_ti
tle

topic_no topic_title

2023_RDMALL5_1 S30130301 G00000023 G00000004

2023_RDMALL5_1 0

2023_RDMALL5_2 公開前の確認事項 S30130201 G00000001 G00000003

2023_RDMALL5_3
研究データを非公開と
する必要性

S30130201 S12050003

2023_RDMALL5_4
所属機関／研究助成
機関のポリシー

G00000019 G00000024 S12040001 S40160203 S30130101 S30140101 S30150101

2023_RDMALL5_5 データリポジトリとは S20080101 S30140101 S20070501 S30140201

2023_RDMALL5_6 機関リポジトリとは S30140101

2023_RDMALL5_7
研究データにDOIを付
与する

S30140401 S30140301 S20110001

2023_RDMALL5_8 ライセンシング S20080301 S30140501 G00000018

2023_RDMALL5_9
著者によるライセンス
表示

S20080301 S30140501 G00000018 G00000019

2023_RDMALL5_10
管理者側からの意思表
示

S20080301 S30140501 G00000018 G00000019

2023_RDMALL5_11 データ論文とは S30150101 S30150201 G00000001 G00000004 S12050004

標準スキル

研究データを公開する
ことの意義

研究データ
を公開する

基礎編教材

「オープンサイエンス時代における
研究データマネジメントの基礎について学ぶ」

RDMサイクルに沿って、背景知識を教材化

➢ 研究データマネジメントを知る 

➢ 研究データポリシーと関係規程等 

➢ 研究データ管理計画（DMP） 

➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 

➢ 研究データを公開する 

➢ 研究データを利活用する



JPCOAR研究データ作業部会で
マイクロコンテンツと標準スキルの

紐付け作業を実施

Topic_no Topic_title Skill

2023_RDMALL5_1 研究データを公開することの意義 S30130301 G00000023 G00000004

2023_RDMALL5_2 公開前の確認事項 S30130201 G00000001 G00000003

2023_RDMALL5_3 研究データを非公開とする必要性 S30130201 S12050003

2023_RDMALL5_4 所属機関／研究助成機関のポリシー
G00000019
S30140101

G00000024
S30150101

S12040001
S30130101

S40160203

2023_RDMALL5_5 データリポジトリとは S20080101 S30140101 S20070501 S30140201

2023_RDMALL5_6 機関リポジトリとは S30140101

2023_RDMALL5_7 研究データにDOIを付与する S30140401 S30140301 S20110001

2023_RDMALL5_8 ライセンシング S20080301 S30140501 G00000018

2023_RDMALL5_9 著者によるライセンス表示 S20080301 S30140501 G00000018 G00000019

2023_RDMALL5_10 管理者側からの意思表示 S20080301 S30140501 G00000018 G00000019

2023_RDMALL5_11 データ論文とは
S30150101
S12050004

S30150201 G00000001 G00000004

◼ カリキュラムの開発
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研究データ管理基礎編

研究データ管理実践編（分野別）

実験データ
（コアファシリティ）

社会科学データ
（エスノグラフィ）

IIIFデータ
（デジタル

ヒューマニティーズ）
・・・

1 研究データマネジメントを知る

2 研究データポリシーと関係規程等

3 研究データ管理計画（DMP)

4 研究データを取得・収集および
保存・共有する

◎ ◎ 〇

5 研究データを公開する ◎ ◎

6 大阪大学機関リポジトリOUKA ◎

7 研究データを利活用する 〇 ◎

8 大阪大学で利用可能な研究データ
基盤の紹介

19

◼ RDM実践編教材の開発

実
践
的
な
内
容



展開

◆ 学内展開

「小規模分析室測定データ集約配信システム」を導入済みの計８部局に教材を展開予定

（基礎工、工、歯、薬、超高圧電顕センター、レーザー研、理、コア工作）

◆ 学外展開

ユースケースで本学と同仕様のシステムを導入した阪奈機器共用ネットワーク（大阪公立大学、奈良工業
高等専門学校）に展開予定

◆ 教材の一般化に向けて

阪奈機器共用ネットワークに加え、金沢大学と連携予定

◼ RDM実践編教材（実験データ） コアファシリティ機構と協働



◼ RDM実践編教材（人文学データ）

研究用途に耐えうる高精細な画像を用いた分析を求めて

いる

⇒画像および動画の相互運用を推進する国際的な枠組み

であるIIIF（International Image Interoperability 

Framework）着目

※IIIF画像を用いたキュレーションや教育への応用、

ならびに機械学習のためのアノテーションデータ付与機

能などの開発が盛んに行われている

人文学研究科と協働



◼ RDM実践編教材（エスノグラフィデータ）

• 大阪大学人間科学研究科を中心に社会科学分野の質的な研究手法「エスノグラフィ」にお
けるデータ管理教材を開発中

• エスノグラフィとは、フィールドワークや参与観察をつうじて人々の活動を現場の内側か
ら捉える手法

• 人々に関する独特なデータに対応した取得、収集、保存、共有を開発する必要がある。
2024年度に開発着手、2025年度の学内公開を目指す。

人間科学研究科と協働



◼目 次
1. 学習教材の開発および展開

1. 国内の状況と課題
2. 本事業における取り組み内容の全体像
3. RDM基礎編教材

1. 教材開発内容
2. カリキュラム開発

4. RDM実践編教材
2. LA基盤のプロトタイプ構築および機能追加
3. 今後の展望



Video viewing LOG analytics system

⚫ 大阪大学が学習分析機能を追加

出典：白井詩沙香，「大阪大学における講義動画視聴支援システムの構築と将来展望」，
TIESシンポジウム2023 『ラーニングエコシステムが創る未来の学び 6 』，2023年6月
10日

◼ LA基盤のプロトタイプ構築および機能追加
D3センターと協働



１ブック（複数トピック）

ブック全体

受講者
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LA基盤のプロトタイプ構築および機能追加

• 2022年度 ：NII(RCOS)のLA基盤をテスト導入

• 2023年度〜：本学OUDX・SLiCSセンターに引き継ぎ、改修・拡張

• 2024年度 ：ViLOG（LTI-MC）上で、詳細な視聴行動の確認ができるように

機能拡張を実施中



◆ 研究データ管理の重要性の浸透が必要

◆ 研究領域・研究分野ごとの実践的教材が必要

◆ 構築する人材育成環境の水平展開

27

◼ 今後の展望

ご清聴ありがとうございました

第四段階 人材育成環境の水平展開

ログ蓄積

教材学習

LA

教材再開発

◆ 人材育成環境

A大学

B大学

C大学
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